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6月定例会報告 令和７年６月第３回定例会は、６月２日から
６月２４日までの２３日間開催されました。

令和７年度 一般会計補正予算

(補正後の総額は240億159万6千円)

5億1,098万2千円　増額可決

一般会計補正予算の主なもの

定額減税補足給付金
（不足額給付）支給事業

被災市街地復興
推進事業

ＳＬ人吉・鉄道フェス
実行委員会補助金

保健指導支援システム等
機能拡張事業

球磨焼酎・日本遺産人吉球磨
インバウンド誘致プロジェクト
事業

1,200万3千円 1億1,771万7千円

4,210万円

350万円

1,940万4千円

5,750万円

人
事
案
件

教育委員会委員
の任命に同意した方

人権擁護委員
の推薦に同意した方

松岡　誠也　氏

栁瀨　恵子　氏　　馬場　哲也　氏　　延岡　研一　氏
北　昌二郎　氏　　迫田　浩二　氏

６月２日定例会開会日に、常任委員会等の改選がありました
【予算委員会】
◎ 平田　清吉　 〇 川上 紗智子
　 全議員

【総務文教委員会】
◎ 松村　太　　 〇 豊永　貞夫
　 大塚　則男　  　平田　清吉
　 西　信八郎

【厚生委員会】
◎ 池田　芳隆　 〇 井上　光浩
　 徳川　禎郁　　  福屋　法晴

【経済建設委員会】
◎ 牛塚　孝浩　  〇 宮﨑　保
　 川上　紗智子　　村上　恵一
　 田中　哲

【議会運営委員会】
◎ 大塚　則男　  〇 西　信八郎
　 川上　紗智子　　徳川　禎郁
 　池田　芳隆　　　牛塚　孝浩
　 平田　清吉　　　井上　光浩

※　◎ 委員長、〇は副委員長です

ＳＬ人吉動態展示に
要する経費
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●委員長　松村 太　　●副委員長　豊永 貞夫
●委　員　大塚 則男・平田 清吉・西 信八郎総務文教委員会報告

●委員長　池田 芳隆　　●副委員長　井上 光浩
●委　員　徳川 禎郁・福屋 法晴厚 生 委 員 会 報 告

●�専決処分　令和6年度一般会計補正予算（第10号）、
条例3件を承認

・人吉市税条例の一部を改正する条例
問� �　固定資産税について、特定マンションとはどうい

うものか。また、本市の対象数は。
答 �　ある程度築年数が経過し、大規模改修を行った

もの。本市では、2か所のビルを確認している。

●令和7年度一般会計補正予算（第２号）を承認
・地区公民館等整備費補助金
問� �　公民館改修は、何年経過後に行えるのか。また、

申請は何年ごとに行えるのか。
答� �　更新期間は設けておらず、緊急的なもの等、必

要に応じて整備を行っている。

・コミュニティ助成事業補助金
問� �　今回、不採択になった町内会は来年度新たに申

請をしなければならないのか。
答� 　申請については、再度行う必要がある。
・定額減税補足給付金（不足額給付）
問� �　LINEを活用して、給付金の申請ができるとのこ

とだが、振込先の入力等の方法は。

答 ��　LINEを活用した申請の場合、代理受領ができず、
必ず本人口座になる。本人に通知する今回の給付
金に対する番号、生年月日等を入力後、対象となる
口座等を入力し、生年月日と名前等が一致し、本人
確認ができれば振り込むことになる。

・戦後８０年の平和記念事業
問� 　展示パネルは、どのように活用するのか。
答� �　平成２３年に作成した冊子「戦争体験と平和への

思い」をパネル化し、市役所ロビーで８月１日から終
戦記念日を挟んだ１か月間の展示を計画している。

・保健指導支援システム等機能拡張事業
問� 　パソコンの購入台数と使用目的は。
答� �　３台の購入を予定しており、対象者に合った保健

指導の資料や結果の提示、その場で入力ができる
ように効率向上を図る。

●専決処分  令和６年度一般会計補正予算（第10号）を承認
・小中学校教育振興会補助金
問� �　中体連大会や駅伝大会等に係る補助金は、市内

全中学校が対象か。
答� �　県大会や九州大会等に進んだ場合に助成してい

る。市内全小中学校が対象である。

●�専決処分　人吉市会計年度任用職員の勤務時間、
休暇等に関する条例の一部改正を承認　

　人事院規則が改正され、会計年度任用職員の病気休
暇で、これまで無給であったものが、令和７年４月１日か
ら有給化されたことに伴い、条例の一部を改正したもの。

●財産の取得についてを承認　
　小学校３年生以上が使用しているタブレット端末が、
購入から４年が経過し、更新が必要となり新たに購入
するもの。
問� �　県による共同調達だと地元の業者が参加できな

いがどう思うか。
答� �　国の方針で全国的に共同調達している。県一括

の方がコスト削減、事務負担の軽減が図られる。
また、管内で同様の機種を使用することで、教職

員の学習指導の負担軽減につながり、教育格差を
なくすことにもつながる。

●令和７年度一般会計補正予算（第２号）を承認　
・まちなか創生事業社会実験等業務委託料
問 　具体的な内容は何か。
答� �　城見庭園の仮設デッキの設置、大橋を使った歩

行者天国のイベント、仮設駐車場の設置、中川原
公園や青井地区での夜間照明の設置、シェアサイク
ル、情報発信や社会実験の検証・分析などに係る
実費分である。

・ＳＬ人吉動態化整備委託料
問 　ＳＬ人吉が動くまでの工事委託料か。
答� �　大型コンプレッサー２台を積載するなど、ＳＬ人

吉を動く状態にする整備である。

動画視聴

動画視聴
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委員会の所管事務調査が決定しました

●委員長　牛塚 孝浩　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　川上 紗智子・村上 恵一・田中 哲経済建設委員会報告

●専決処分　�令和６年度一般会計補正予算（第10号）を承認
　繰越明許費の補正では、椿谷川河川等整備事業等の
追加が３件。村山観音道路線ほか村山公園の都市防災
機能総合推進事業等、事業費の確定による変更が７件。

●令和７年度一般会計補正予算（第２号）を承認
・ＳＬ人吉・鉄道フェス実行委員会への補助金
問 　実行委員会の構成は。
答� �　人吉温泉観光協会、くま川鉄道株式会社、人吉

商工会議所、ＪＲ人吉駅、人吉駅通り街づくり振
興会及び人吉市で組織する予定。

・�まち・ひと・しごと総合交流館の清掃・水質検査委託料
問 　委託料が追加された経緯は。
答� �　今回は安全をさらに期すため水質検査を追加。

年２回検査をする方向で考えている。
・道路改良工事費
問 　工事箇所は。
答 　大野国有林出水線、田野高原線及び戸越草津線。
●�令和７年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を承認
・下水道管路緊急調査委託料

問 　専門の業者に委託するのか。
答 ��　県内にある日本下水道管路管理業協会に所属す

る会員業者に委託する。

・�第２期人吉市公共下水道ストックマネジメント計画
策定業務委託料
問 　５年前との委託料の比較は。
答� �　前回は管路と処理場の全体的予算の中で策定し

ていたが、今回は管路のみの予算。

●工事請負契約の締結についてを承認
・椿谷川河川改修工事費
問 　工期等は。
答� �　工期末は令和８年３月を予定、本工事をもって完

了となる。

  協議・行政視察・意見交換・市民アンケート
  などを行い、２年間で調査を行います

◎�総務文教委員会
　【調査事項】公共施設の在り方について
　�　これまで様々な公共施設等を建設し、維持管
理に努めてきたが、老朽化が進み、維持管理や
建て替え、改修に係る経費の増大が見込まれ、「人
吉市公共施設等総合管理計画」では、長期的な
視点で公共施設等の更新・統廃合・長寿命化等
を計画的に行うこととされました。

　�　しかし、令和２年７月豪雨災害を経て、多く
の公共施設が被災し、避難所や行政機能として
の活用など大きな機能の変更を迫られ、管理計
画の進捗も立ち止まらざるを得ませんでした。

　�　被災後５年が経過するにあたり、改めて本来
の目的に準じた公共施設等の管理運営を行い、
市民ニーズと行政需要に合わせる必要が高まっ
ています。そのため、「学校教育系施設」「市民
文化系施設」「社会教育系施設」「スポーツ・レ
クリエーション系施設」の公共施設に主眼を置
き、公共施設の在り方について調査・研究を行
います。

◎厚生委員会
　【調査事項】高齢者支援について
　�　少子高齢化と人口減少が進行する中で、福祉
ニーズが多様化・複雑化してきています。

　�　福祉の提供においては、誰もが個々のニーズに
合った支援を受けられる体制を構築するとともに、
新しい支援体制を支える環境整備が必要です。

　�　また、地域住民等の参画と協働により、地域
との関係性が希薄になりがちな高齢者を誰ひと
り取り残すことのない共生社会の実現を目指さ
なければなりません。

　�　以上のことから、高齢者支援に関する施策の
調査を行います。

◎�経済建設委員会
　【調査事項】スマート農業の可能性について
　�　高齢化や担い手不足等による農業従事者の減
少をはじめ、遊休農地の増加、農業用水需要の
減少及び農業用施設の老朽化に伴う維持管理へ
の不安など、様々な課題を抱えています。

　�　中山間地や狭隘な農地が多い本市における、
生産性向上と収益性改善に、スマート農業技術
がどの程度貢献できるかを評価し、地域農業の
持続可能な発展に向けた調査を行います。

動画視聴
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一 般 質 問
～市政を問う～

平田　清吉

牛塚　孝浩

動画視聴

動画視聴

問  �

天
狗
橋
の
復
旧
工
事
、
球
磨
川
左
岸
改
修
事
業
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答  �

天
狗
橋
の
開
通
見
通
し
は
、
令
和
７
年
度
中
と
さ

れ
て
い
た
が
、
ま
だ
塗
装
工
事
や
舗
装
工
事
が
残
っ

て
お
り
、
開
通
時
期
は
未
定
。
球
磨
川
左
岸
に
お

け
る
河
道
拡
幅
は
、
下
戸
越
地
区
で
最
大
約
60
ｍ
、

小
柿
地
区
で
最
大
約
20
ｍ
、
全
長
が
２
４
０
０
ｍ

で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
よ
り
現
地
の

調
査
・
測
量
・
設
計
に
着
手
、
令
和
７
年
３
月
に

下
戸
越
・
小
柿
地
区
に
て
、
事
業
計
画
の
説
明
会

を
開
催
。
早
期
の
工
事
着
工
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
用
地
調
査
や
測
量
な
ど
、
用
地
協
議
に
入
る

予
定
。

問  

地
方
債
（
市
債
）
の
残
高
の
推
移
は
。

答  �

平
成
30
年
度
末
残
高
は
、
１
４
４
億
６
９
６
５
万

円
、
令
和
５
年
度
末
残
高
は
、
２
５
３
億
５
６
９

　

   

０
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

問  �

道
路
の
路
面
標
示
等
の
劣
化
状
況
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
調
査
や
危
険
個
所
の
把
握
は
で
き
て
い
る

の
か
。

答  �

職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
通
報
・
要
望
を

通
じ
て
把
握
し
、
地
図
に
落
と
し
込
み
管
理
し
て
い

る
。

問  �

予
算
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
整
備
を
放
置
す
る
事
は

住
民
福
祉
に
反
す
る
。
今
後
、
よ
り
一
層
の
予
算
を

確
保
し
て
道
路
の
整
備
を
加
速
で
き
な
い
か
。

答  �

重
要
な
施
策
と
位
置
づ
け
、
迅
速
・
着
実
に
解
決
で

き
る
よ
う
取
組
を
強
化
す
る
。
特
に
２
年
間
を
重
点

期
間
と
位
置
づ
け
、
維
持
補
修
や
安
全
施
設
に
関
す

る
予
算
を
し
っ
か
り
確
保
し
、
安
全
確
保
へ
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※�

他
、
病
児
保
育
に
お
け
る
体
調
不
良
児
対
応
型
へ
の

取
組
・
予
約
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ
化
・
広
域
連
携
に
つ

い
て
や
、
水
質
検
査
計
画
策
定
に
つ
い
て
質
し
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
市
債
の

残
高
に
つ
い
て

道
路
面
標
示
剥
離
問
題
と
病
児
保
育

に
つ
い
て
　
他

　一般質問とは、年４回行われる定例会で、議員が市に対して政策の見直しや
新たな政策を提言する議員の重要な活動の一つです。
　６月定例会では、６月 10 日～ 12 日の３日間で 10 人の議員が登壇し、さま
ざまな視点から活発な論議が行われました。
　その要旨を各議員が報告します。掲載は質問順としています。
　各議員の項目にある QR コードをスマートフォン等の専用アプリで読み取る
と、一般質問の録画映像がご覧いただけます。

一般質問通告書は
こちらから

QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です
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一 般 質 問 〜市政を問う〜

村上　恵一

豊永　貞夫

池田　芳隆

動画視聴

動画視聴

動画視聴

問  �

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
大
学
の
研
究

で
は
医
療
費
が
26
・
２
％
減
少
す
る
と
の
結
果
も

あ
る
。
今
後
、
財
政
状
況
が
改
善
す
れ
ば
制
度
の

拡
充
や
復
活
を
検
討
で
き
る
か
。

答  �

制
度
の
意
義
は
認
識
し
て
い
る
が
、
交
付
率
と
利

用
率
が
低
調
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
現
行
制
度
を

維
持
す
る
方
針
で
あ
る
。

問   �

今
ま
で
周
知
を
怠
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
本
市
に
も

責
任
が
あ
る
。
制
度
の
認
知
度
が
極
め
て
低
く
周

知
の
強
化
を
求
め
た
い
。
制
度
を
復
活
拡
充
し
て
、

医
療
費
抑
制
に
つ
な
げ
る
べ
き
。
ま
た
、
施
術
券

制
度
の
復
活
や
拡
充
を
求
め
る
陳
情
を
提
出
し
た

三
団
体
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　

答  �

今
後
、
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
健
康
づ
く
り
や

制
度
に
対
す
る
市
民
の
意
見
を
直
接
伺
う
機
会
と

し
た
い
。

問   �

本
市
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
て
か

ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
た
の
か
、

ま
た
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
は
。

答  �

市
役
所
の
事
務
事
業
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
は
平
成
25
年
度
比
で
約
25
・
９
％
削
減
し

た
。
市
民
・
事
業
者
と
の
協
力
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
行
い
、
今
後
も
復
興
事
業

と
脱
炭
素
社
会
の
両
立
を
進
め
る
。

問   ��

昭
和
17
年
以
降
の
歴
史
を
ま
と
め
る「
人
吉
市
史
」

の
第
３
巻
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
、
本
市
の
認
識
と

課
題
は
。

答  �

戦
後
復
興
・
高
度
経
済
成
長
・
令
和
２
年
豪
雨
災

害
な
ど
記
録
す
べ
き
重
要
な
時
代
と
認
識
し
、
資

料
の
収
集
・
整
理
・
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
め
、
文
化

行
政
の
一
環
と
し
て
計
画
的
に
取
り
組
む
。
編
さ

ん
に
は
多
く
の
労
力
と
費
用
が
必
要
で
、
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

問  

く
ま
川
鉄
道
の
現
状
と
問
題
点
は
。

答  �

定
時
性
、
速
達
性
、
大
量
輸
送
性
と
い
っ
た
鉄
道

の
強
み
が
発
揮
で
き
て
い
な
い
。
持
続
的
な
運
営

の
た
め
に
、
利
便
性
向
上
な
ど
様
々
な
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。

問  

人
口
減
少
化
の
利
用
者
拡
大
施
策
は
。

答  �

学
生
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
世
代
に
鉄

道
を
日
常
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。

路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
の
二
次
交
通
へ
の

接
続
強
化
や
、
共
通
乗
車
券
や
割
引
制
度
の
導
入

等
、
効
果
施
策
を
検
討
中
。

問  �

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
渡
駅
ま
で
の
く
ま
川
鉄
道
の
直
通
運

行
や
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
に
新
駅
設
置
は
ど
う

か
。

答  �

地
理
的
状
況
や
利
用
者
の
需
要
の
把
握
、
費
用
対

効
果
等
の
分
析
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
今

後
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
検
討
し
た
い
。

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

の
今
後

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
組
と
人
吉
市
史

編
さ
ん
に
つ
い
て

く
ま
川
鉄
道
等
の
マ
イ
レ
ー
ル
意
識

の
醸
成
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一 般 質 問 〜市政を問う〜

徳川　禎郁　

川上　紗智子

田中　哲

動画視聴

動画視聴

動画視聴

各
議
員
の
項
目
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、一
般
質
問
の
録
画
映
像
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一般質問
通告書は
こちらから

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す

問  �

市
営
住
宅
に
お
い
て
、
高
齢
や
身
体
的
理
由
に
よ

り
、
上
の
階
か
ら
１
階
等
へ
の
転
居
に
係
る
経
費

支
援
の
考
え
は
。　
　

答  �

特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
敷
金
徴
収
の
猶

予
が
可
能
。
敷
金
返
還
後
に
新
入
居
の
敷
金
を
支

払
う
等
、
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

問   �

高
齢
者
の
見
守
り
と
し
て
、
通
信
機
能
付
き
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
等
の
導
入
な
ど
、
見
守
り
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
取

組
の
検
討
は
。

答  �

他
自
治
体
の
状
況
や
本
市
の
高
齢
者
施
策
全
体
を

踏
ま
え
、
実
施
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問   �

高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
人

吉
市
と
し
て
の
考
え
は
。

答  �

地
域
全
体
で
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
地

域
社
会
全
体
で
協
力
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
。

※�

他
、
閉
校
施
設
の
現
状
と
、
今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
質
し
た
。

問  

補
聴
器
購
入
助
成
の
実
施
状
況
は
。

答  �

令
和
６
年
12
月
現
在
、
全
国
１
４
２
７
市
町
村
の

う
ち
３
９
０
市
町
村
が
実
施
。
県
内
で
は
、
今
年

の
４
月
１
日
現
在
で
、
45
市
町
村
の
う
ち
、
五
木

村
等
８
つ
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。

問  

助
成
制
度
が
広
が
っ
て
い
る
背
景
は
。

答  �
県
内
の
実
施
自
治
体
で
は
、
耳
の
虚
弱
や
聴
覚
機

能
の
衰
え
が
日
常
生
活
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
、

ま
た
、
補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と
で
認
知
症
予
防
効

果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
を
決
定
し
た

と
聞
い
て
い
る
。

問  

導
入
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答  �

検
討
し
た
が
、
財
政
負
担
の
問
題
も
あ
り
、
導
入

に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

問  

高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
。

答  �

高
齢
者
へ
の
支
援
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
関
係
者
と
議
論
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問  �

33
年
度
の
鉄
道
復
旧
を
目
指
す
肥
薩
線
の
川
線
に

つ
い
て
、
鉄
道
の
持
続
可
能
な
運
行
に
は
、
市
民

の
熱
意
が
必
要
。
市
民
と
の
協
働
の
在
り
方
は
。

答  �

Ｓ
Ｌ
人
吉
を
九
州
唯
一
と
な
る
動
態
保
存
と
し
た

上
で
、
例
え
ば
清
掃
や
学
習
の
場
の
提
供
で
、
マ

イ
レ
ー
ル
の
意
識
向
上
に
つ
な
げ
、
日
常
利
用
に

つ
な
げ
る
。
復
旧
前
で
も
、
沿
線
の
清
掃
な
ど
を

通
じ
、
鉄
道
に
親
し
み
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
、

地
域
全
体
で
共
創
の
場
を
作
る
。

問  �

大
幅
に
省
力
化
で
き
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
も
有
効
な

畦け
い
は
ん畔

ブ
ロ
ッ
ク
導
入
は
。　

答  �

有
効
性
の
説
明
を
行
い
、
農
家
の
意
向
を
確
認
し

て
い
く
。
県
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
調
査
、
研
究

し
て
い
く
。

問  �

労
働
時
間
の
短
縮
、
設
備
等
の
コ
ス
ト
削
減
に
有

効
な
乾
田
直じ

か
ま
き播

の
普
及
は
。

答  �

人
吉
で
取
り
組
ん
で
い
る
所
も
あ
る
。
興
味
を
持

つ
人
に
は
つ
な
い
で
い
く
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
助
成
の
実
現
を

川
線
再
開
に
向
け
て
・
水
稲
栽
培
の

省
力
化
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一 般 質 問 〜市政を問う〜

宮﨑　保

松村　太

動画視聴

動画視聴

問  �

老
人
会
（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
の
現
状
と
今
後
、
本

市
と
し
て
の
関
わ
り
は
。

答  �

対
象
年
齢
は
60
歳
以
上
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
50
歳

代
か
ら
の
方
も
い
る
。

　

  �　

令
和
２
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
休
会
や
合
併
し

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

  �　

ク
ラ
ブ
・
会
員
数
は
、
令
和
元
年
が
56
ク
ラ
ブ
・

２
９
８
６
人
、
７
年
は
36
ク
ラ
ブ
・
１
５
５
５
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

  �　

減
少
し
て
い
る
要
因
は
、
定
年
延
長
や
趣
味
を

楽
し
む
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
加

え
、
役
員
の
成
り
手
が
な
く
運
営
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
高
齢
者
が
社
会
の

重
要
な
一
員
と
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍

で
き
る
よ
う
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
し
て
い

き
た
い
。

※�

他
、戦
後
80
年
の
取
組
、義
務
化
に
な
る
熱
中
症
対
策
、

体
育
施
設
等
の
コ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
整
備
に
つ
い
て
質

し
た
。

問  �

幼
保
・
小
中
連
携
会
議
の
実
施
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答  �

幼
保
と
小
学
校
で
の
よ
り
良
い
学
び
の
連
続
性
を

目
指
し
「
人
吉
市
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
り

上
げ
た
い
。

問  �

Ａ
Ｉ
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
な
い
た
め
に
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答  �
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
変
化
の
激
し
い
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
多
様
な
知
識
を
横
断
的
に
学
び
、

批
判
的
思
考
力
や
問
題
解
決
能
力
な
ど
を
身
に
付

け
る
教
育
は
、
本
市
の
取
組
の
方
向
性
に
通
じ
て

い
る
。

問  �

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
、
く
ら
し
見
守
り
相
談

員
の
現
場
・
引
継
ぎ
の
課
題
を
調
査
し
、
対
策
し

な
い
の
か
。

答  �「
支
え
る
人
を
支
え
る
」
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

老
人
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
　

教
育
振
興
・
孤
独
孤
立
対
策
推
進

に
つ
い
て

全国市議会議長会より表彰
　市議会議員として、永きにわたり市政の振興に
努めた功績が認められ、２名の議員が全国市議会
議長会の総会において表彰を受けられました。
　なお、６月定例会で伝達式を行いました。

〈議員 10 年表彰〉
　　　　宮 原　 将 志　議員
　　　　川 上  紗智子　議員
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令和６年度政務活動費収支報告書
政務活動費とは・・・�議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として地方自治法で交付が認められて

いるものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

氏　名 収　入

支　　　　　　　　　　出

調査
研究費 研修費 広報費 広聴費

要請・
陳情

活動費
会議費 資料

作成費
資料

購入費 人件費 事務所
費 合　計

川上紗智子 240,000 5,260 150,000 155,260 

松村　太 240,000 170,861 3,340 174,201 

徳川禎郁 240,000 147,052 64,918 27,277 17,450 256,697 

池田芳隆 240,000 130,048 49,510 3,340 5,908 188,806 

牛塚孝浩 240,000 169,372 5,000 164,755 50,468 3,400 392,995 

宮﨑　保 240,000 130,048 80,340 8,400 218,788 

大塚則男 240,000 176,496 57,340 3,340 237,176 

平田清吉 240,000 167,108 67,742 3,340 32,400 270,590 

井上光浩 240,000 176,498 3,340 179,838 

豊永貞夫 240,000 120,072 3,340 7,292 3,400 134,104 

西信八郎 240,000 167,108 3,340 77,220 247,668 

村上恵一 240,000 176,498 3,340 996 180,834 

本村令斗 240,000 32,000 5,260 53,161 150,000 240,421 

田中　哲 240,000 169,618 5,000 3,340 5,185 9,754 192,897 

福屋法晴 240,000 169,109 67,592 3,340 17,840 257,881 

宮原将志 240,000 174,105 63,150 3,340 240,595 

合　 計 3,840,000 2,243,993 412,252 319,632 50,468 0 0 13,473 219,179 0 309,754 3,568,751 

注）・政務活動費の交付を受けた議員を掲載しています。
　　・政務活動費の交付額は月額２万円です。
　　・収支報告書には全ての領収書の写しを添えて提出することとなっています。
　　・�支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。支出額が収入額を下回った場合は残余を全額返還しなければ

なりません。
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国の関係機関へ意見書を提出
～～ 地方財政の充実・強化に関する意見書 （要旨抜粋）～〜

　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化にともなう社会保障制度の整備、子育て施策、人口
減少下における地域活性化対策はもとより、ＤＸの推進、脱炭素化、物価高騰対策など、極めて多岐
にわたる新たな役割が求められています。加えて、多発化する大規模災害への対応や新興感染症への
備えも求められる中、地域公共サービスを担う人員は圧倒的に不足しており、職場における疲弊感は
日々深刻化しています。
　政府はこれまで「骨太方針」に基づき、地方一般財源の前年度水準を確保する姿勢を示してきました。
しかし、増大する行政需要また不足する人員体制に鑑みれば、今後はより積極的な財源確保が求めら
れます。
　このため、2026年度政府予算また地方財政の検討にあたっては、現行の地方一般財源水準確保よ
り積極的に踏みだし、社会全体として求められている賃上げ基調にも相応する人件費の確保を含めた
地方財政を実現するよう、以下の事項を求めます。

記
１�　社会保障の充実、地域活性化、自治体ＤＸ、脱炭素化、物価高騰対策、防災・減災、地域公共
交通の再構築など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握するとともに、それを支える人
件費を重視しつつ、現行の水準にとどまらない、より積極的な地方財源の確保・充実をはかること。

２�　とりわけ、子育て対策、地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、より高まりつつあ
る社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、引き続き、地方単独事業分も
含めた、十分な社会保障経費の拡充をはかること。とくに、これらの分野を支える人材確保にむけ
た自治体の取組を十分に支える財政措置を講じること。

３�　地方交付税の法定率を引き上げるなどし、引き続き臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地
方財政の確立に取り組むこと。また、地域間の財源偏在性の是正にむけては、所得税や偏在性がよ
り小さい消費税を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（他　８項目）

上記の意見書は、6月定例会において全会一致で可決し、令和7年6月
24日付で関係機関へ提出しました。
提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
厚生労働大臣、国土交通大臣、デジタル大臣、内閣府特命担当大臣（こ
ども政策　少子化対策　若者活躍　男女共同参画、共生・共助）です。

※意見書の全文は
　こちらから
　　　↓

お知らせ

　会議録検索システムが９月より利用可能となります。
　本システムは、ご自宅のパソコンやスマートフォンから、24 時間いつで
も本会議の会議録をキーワードや議員名で検索することが可能になります。
　システムの詳細な操作方法は、次回の議会だよりで改めてご案内いたし
ます。

会議録の検索・閲覧ができるようになります
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番号 件　　　　　　　　　名 議決結果

議第55号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度　人吉市一般会計補正予算（第 10号）） 原案承認

議第56号
専決処分の承認を求めることについて（人吉市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部を改正する条例）				    原案承認

議第57号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市税条例の一部を改正する条例） 原案承認

議第58号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市都市計画税条例の一部を改正する条例） 原案承認

議第59号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原案承認

議第60号 令和７年度　人吉市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議第61号 令和７年度　人吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議第62号 令和７年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第63号 工事請負契約の締結について 原案可決

議第64号 財産の取得について 原案可決

諮第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦同意

諮第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦同意

諮第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦同意

諮第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦同意

諮第５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦同意

議第65号 令和７年度　人吉市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議第66号 令和７年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第67号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 任命同意

番　号 件　　　　名 代表者の住所及び氏名 付託委員会 議決結果

請第２号
人吉球磨准看護学院へのさら
なる支援を求める請願

熊本県人吉市南泉田町７２－２
一般社団法人人吉市医師会
会長　友永　和宏

厚生委員会 継続審査

・・・令和７年６月定例会の議案等の議決結果・・・

◆〔 請 願 ・ 陳 情 〕

◆〔 議　案 〕

　人吉市議会では、開かれた議会を目指して議会
改革に取り組んでいます。
　その一環として、議会の情報発信を充実させる
ため、Facebook の運用を開始しました。
　これから議会に関する情報を幅広く発信してい
く予定です。

常任委員会の動画配信

　令和７年６月定例会から、総務文教委員会、
厚生委員会、経済建設委員会の審査の模様を、
インターネット配信（録画）を開始しました。
　３～４ページの各委員会報
告欄にある QR コードから、
動画を視聴いただけます。

公式Facebookはじめました！



次の定例会は
9 月 1 日開会の予定です

【議会報編集委員会】　委員長／宮原　将志　　副委員長／福屋　法晴
委　員／川上　紗智子・松村　太・徳川　禎郁・池田　芳隆・牛塚　孝浩・豊永　貞夫

編
集
後
記

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

か
ら
５
年
が
経
ち
、「
今
年

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
、

こ
の
季
節
に
な
る
と
心
配
に

な
り
ま
す
。
今
年
の
梅
雨
入

り
・
梅
雨
明
け
も
こ
れ
ま
で

と
違
い
不
安
に
な
り
ま
す
。

　
去
る
６
月
29
日
に
行
わ
れ

た
人
吉
市
の
豪
雨
災
害
犠
牲

者
追
悼
式
に
出
席
し
、「
再

び
同
じ
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
被
災
者
の

思
い
を
き
ち
ん
と
受
け
止

め
、
引
き
続
き
治
水
技
術
の

科
学
的
研
究
成
果
や
先
進
事

例
に
学
ん
だ
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
復
旧
・
復
興
の
半
ば
、

さ
ら
に
市
民
の
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
責
：
川
上　
紗
智
子
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本
村
令
斗
議
員
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た

本
村
令
斗
議
員
（
享
年
65
歳
）
が
、

去
る
令
和
7
年
6
月
16
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
議
員
は
、
平
成
11
年
に
初
当
選
さ
れ
、

永
き
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
24
日
の
議
会
閉
会
日
で
は
、
黙
と
う
並
び
に

追
悼
演
説
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
同
氏
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

南九州中部市議会議長会議員研修会へ参加

　南九州中部市議会議長会は、小林市、えびの市、
伊佐市及び人吉市の４市議会議長で構成され、地域
の諸問題解決に協力し取り組んでいます。
　今年は、７月９日にえびの市で開催され、「ハラス
メントをどう防ぐか」～男女共同参画の視点から見
る働きやすく働きがいのある職場づくり～の演題で、
宮崎県男女共同参画センター所長の講演があり、議
員の資質向上と研鑽を深めました。
　また、講演後に、国道の整備促進を求める決議、
地域医療の確保を求める決議、家畜伝染病に係る防
疫対策等の決議を採択し、８月５日に国土交通省や
農林水産省の関係省庁、地元国会議員へ要望活動を
行う予定です。

講演・質疑の様子


